
　（別紙４（２）） 事業所名      フレンド　尼ヶ辻

目標達成計画 作成日：　平成　29年　2月　10日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成
に要する期
間

1 26

認知症が進むにつれて、本人らしさが失われて
いくように見える。
他の入居者様も本来のその人らしさが見えなく
なっている。

入居者様同士のよい交流 誕生日会に、ご本人の「人生紙芝居」をしてい
る。
昔を思い出し、自身を取り戻して頂きたい。
他の入居者様にその人を知って頂きたい。
共感が得られると、入居者様同士のよい交流
につながると思う。

12ヶ月

2 26

自分は年をとったから歩けない。外に行って歩く
のは面倒。転倒が不安などの思いこみがあり、
外へ行こうとされない。

筋力低下を防ぐ。気分転換。自信回復。 毎朝、廊下を歩いて頂く。自分のペースで今日
歩きたい距離を歩かれる。目標を決めて歩いた
り積極性が見られるようになった人もおられる。 12ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


